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白浜海水浴場での海開き
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吉田智氏が多良小・中学校に各１００万円を寄附（太良町出身で東京都在住）

大浦中体育館の設計費に１，８２０万円
放課後保育の指導員を多良・大浦に各１名を追加

○

○

○

議会会議録がインターネットで見られるようになりました。

にアクセスし会議録をクリックしてください。

◎太良町議会のホームページ http : //www.town.tara.saga.jp/gikai/



一般会計に４，９７０万円を追加補正し
総額４４億６，４７０万円

平
成
十
七
年
度
町
立
太
良

病
院
事
業
会
計
継
続
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

町
立
太
良
病
院
建
設
整
備
事

業
費
予
算
総
額
二
十
四
億
五
百

六
十
九
万
七
千
円
、
う
ち
平
成

十
七
年
度
の
年
割
額
十
八
億
五

千
四
百
六
十
八
万
九
千
円
及
び

て
い
じ

前
年
度
逓
次
繰
越
額
二
千
二
百

三
十
七
万
二
千
五
百
三
十
三
円
、

合
計
十
八
億
七
千
七
百
六
万
千

五
百
三
十
三
円
中
、
未
支
出
分

八
千
百
五
万
五
千
二
百
七
円
を

平
成
十
八
年
度
に
繰
り
越
し
て

工
事
を
す
る
。

専
決
処
分

税
条
例
の
一
部
を
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
町
民
税
の
均
等
割
及
び
所

得
割
非
課
税
の
限
度
額
の
改
正
、

耐
震
改
修
家
屋
の
固
定
資
産
税

軽
減
措
置
の
創
設
、
宅
地
等
の

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
の
改

正
等
に
つ
い
て
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を

求
め
る

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
太
良
町
国

民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
急

施
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付

け
で
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分

を
行
っ
た
の
で
、
承
認
し
た
。

改
正
の
内
容
は
、
一
点
目
が
、

介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額
を
８

万
円
か
ら
９
万
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
。

二
点
目
が
、
六
十
五
歳
以
上

の
者
の
公
的
年
金
等
控
除
の
見

直
し
に
係
る
二
年
間
の
経
過
措

置
と
し
て
平
成
十
八
年
度
十
三

万
円
、
平
成
十
九
年
度
七
万
円

の
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

の
影
響
を
受
け
る
被
保
険
者
の

保
険
税
所
得
割
額
算
定
及
び
保

険
税
軽
減
判
定
の
際
に
公
的
年

金
等
特
別
控
除
を
適
用
す
る
も

の
。税

条
例
の
一
部
を
改
正

（
左
記
の
表
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
町
民
税
の
定
率
減
税
の
廃

止
（
十
九
年
度
実
施
）、
た
ば

こ
税
の
改
正
（
十
七
年
七
月
実

施
）
及
び
国
か
ら
地
方
へ
（
所

得
税
か
ら
住
民
税
へ
）
の
税
源

委
譲
に
よ
り
個
人
町
民
税
の
税

率
の
改
正
（
十
九
年
度
実
施
）。

６月定例議会 会期 ６月１３日～２０日（８日間）

【改 正】

所得税

税率
５％
１０％
２０％
２３％
３３％
４０％

課税所得
～ １９５万円

１９５万円 ～ ３３０万円
３３０万円 ～ ６９５万円
６９５万円 ～ ９００万円
９００万円 ～１，８００万円
１，８００万円 ～

【現 行】

所得税

税率
１０％
２０％
３０％
３７％

課税所得
～ ３３０万円

３３０万円 ～ ９００万円
９００万円 ～１，８００万円
１，８００万円 ～

個人住民税

標準税率

１０％

（道府県民税）

４％

（市町村民税）

６％

課税所得

一律

一律

一律

個人住民税

標準税率
５％
１０％
１３％

（道府県民税）

２％
３％

（市町村民税）

３％
８％
１０％

課税所得
～ ２００万円

２００万円 ～ ７００万円
７００万円 ～

～ ７００万円
７００万円 ～

～ ２００万円
２００万円 ～ ７００万円
７００万円 ～

（注）上記の改正は、平成１９年度分所得税及び平成１９年度分個人住民税から適用する。
●所得税と個人住民税の人的控除額の差に基づき全所得者層において生ずる負担増に
ついては、所得税の税率の刻みや個人住民税の減額措置により、調整が行われます。

税源移譲後の所得税・個人住民税の税率

２�太良町議会だより１０１号 平成１８年７月２５日



太
良
町
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
、
団
員
の
退
職
報
償
金

の
一
部
を
二
千
円
の
引
き
上
げ
。

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）
の
専

決
処
分

地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
、

繰
入
金
、
町
債
等
の
額
が
確
定

し
た
こ
と
に
伴
う
財
源
措
置
等

と
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
減
債

基
金
の
基
金
積
立
金
三
千
六
百

七
十
一
万
円
の
追
加
補
正
等
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
五
十
億
七
百
五
十
二
万

千
円
。町

立
太
良
病
院
使
用
料
及

び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
厚
生
省
告
示

に
基
づ
い
て
い
た
が
、
今
回
、

厚
生
省
告
示
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
厚
生
労
働
省
告
示
と
し
て

公
布
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
さ
れ
た
た
め
、
条
例
中

の
告
示
名
称
等
を
改
正
。

杵
藤
地
区
障
害
者
自
立
支

援
審
査
会
の
共
同
設
置
に
関

す
る
規
約
の
協
議

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
市
町
村
審
査
会
を
杵
藤
地
区

３
市
４
町
で
共
同
設
置
す
る
た

め
の
規
約
を
定
め
る
た
め
関
係

市
町
と
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
設
置
に
同
意
し
た
。

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

障
害
者
計
画
等
作
成
委
託
料
三

百
三
十
九
万
二
千
円
、
高
齢
者

等
肉
牛
飼
育
基
金
繰
出
金
千
八

百
万
円
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急

整
備
事
業
八
百
万
円
、
東
京
在

住
の
吉
田
智
氏
ご
寄
附
に
よ
る

多
良
小
学
校
図
書
購
入
費
百
万

円
と
多
良
中
学
校
備
品
購
入
費

百
万
円
、
大
浦
中
学
校
体
育
館

設
計
委
託
料
千
八
百
二
十
万
円

等
で
、
合
計
四
千
九
百
七
十
万

円
の
増
額
補
正
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四

十
四
億
六
千
四
百
七
十
万
円
。

平
成
十
八
年
度
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）人

件
費
の
補
正
及
び
水
質
検

査
手
数
料
の
入
札
に
よ
る
額
の

確
定
に
伴
う
補
正
。

平
成
十
八
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

人
件
費
の
補
正
及
び
水
質
検

査
手
数
料
の
入
札
に
よ
る
額
の

確
定
に
伴
う
補
正
。

勤 務 年 数

３０年以上

円
９２９，０００

８５９，０００

７９９，０００

７５９，０００

６８４，０００

６３９，０００

２５年以上
３０年未満

円
７２９，０００

６５９，０００

６０９，０００

５７４，０００

５１４，０００

４６９，０００

２０年以上
２５年未満

円
５４４，０００

４８４，０００

４６３，０００

４２８，０００

３８８，０００

３５９，０００

１５年以上
２０年未満

円
４０９，０００

３７９，０００

３６３，０００

３３８，０００

３０８，０００

２８４，０００

１０年以上
１５年未満

円
２９４，０００

２７９，０００

２６８，０００

２５３，０００

２３３，０００

２１４，０００

５年以上
１０年未満

円
１８９，０００

１７９，０００

１６９，０００

１６４，０００

１５４，０００

１４４，０００

階 級

団 長

副 団 長

分 団 長

副 分 団 長

部長及び班長

団 員

議会会議録が
インターネットで見られるようになりました。

◎太良町議会のホームページ

http : //www.town.tara.saga.jp/gikai/ にアクセスし会議録をクリックしてください。

せら知お

の部を２，０００円の引き上げ

消防団退職金支給額表
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答
▼
今
後
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

太
良
町
立
病
院
に
お
け
る

緊
急
医
療
体
制
は

山山
口口

太
良
病
院
に
お
け
る
緊

急
医
療
体
制
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
れ
る
の
か
。

町
長

新
し
い
病
院
に
な
っ
た

こ
と
で
、
急
患
の
対
応
も
今

ま
で
よ
り
少
し
で
も
充
実
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

現
在
の
職
員
体
制
の
中
で
ど

の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の

か
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

山山
口口

緊
急
指
定
病
院
と
し
て

の
役
割
そ
し
て
そ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
。

町
長

救
急
医
療
に
関

す
る
技
量
を
有
す
る

医
師
が
常
時
診
療
に

従
事
し
て
い
る
こ
と
。

救
急
医
療
を
行
う

た
め
の
施
設
、
設
備

を
有
す
る
こ
と
。

救
急
搬
送
に
容
易

な
場
所
に
あ
り
患
者

搬
入
に
適
し
た
構
造

を
有
す
る
こ
と
。

救
急
患
者
の
た
め

の
専
用
ベ
ッ
ド
、
ま

た
は
優
先
使
用
ベ
ッ

ド
を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
定

義
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
。

山山
口口

緊
急
患
者
へ
の
対
応
処

置
は
今
ま
で
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
又
今
後
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

町
長

新
病
院
で
は
今
ま
で
よ

り
少
し
で
も
よ
い
対
応
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

平
成
十
七
年
の
太
良
分
署

の
実
績
は
出
動
回
数
が
三
百

四
十
六
回
そ
の
う
ち
七
十
四

回
が
、
太
良
病
院
へ
の
搬
送

で
あ
る
。

山山
口口

一
番
感
じ
る
こ
と
は
、

病
院
に
対
し
て
の
信
頼
度
だ

が
、
そ
の
中
で
も
夜
間
の
対

応
策
、
小
児
科
の
患
者
の
対

応
こ
れ
が
一
番
だ
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
医
療
体
制
を

充
実
さ
れ
る
の
か
。

町
長

小
児
科
は
二
人
の
医
者

が
い
る
か
ら
緊
急
の
場
合
は

交
代
で
で
も
出
て
も
ら
う
よ

う
な
体
制
を
と
っ
て
い
く
と

い
う
指
導
を
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

夜
間
は
ど
う
し
て
も
時
間

外
の
患
者
が
六
割
か
ら
七
割

が
子
ど
も
で
あ
り
、
嫌
が
ら

ず
に
や
っ
て
も
ら
う
先
生
に

お
願
い
を
し
て
い
る
。

山山
口口

緊
急
告
示
病
院
の
役
割

は
十
分
果
し
て
い
る
の
か
。

太
良
病
院
事
務
長

診
療
科
の

患
者
が
来
た
場
合
す
べ
て
診

る
と
い
う
の
が
当
然
で
あ
る

が
、
今
後
研
究
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

消
防
行
政
に
つ
い
て

山山
口口

現
太
良
町
消
防
団
は
、

火
災
、
風
災
害
、
行
方
不
明

の
捜
索
な
ど
に
お
い
て
も
非

常
に
協
力
体
制
が
強
く
、
こ

れ
か
ら
先
も
よ
り
以
上
の
協

力
を
ゆ
だ
ね
、
大
変
頼
り
に

な
る
最
大
の
組
織
で
あ
る
が
、

今
後
ま
す
ま
す
分
署
、
役
場

総
務
課
、
消
防
団
の
連
携
プ

レ
ー
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

町
の
考
え
方
は
。

町
長

平
成
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
の
広
域
の
初
動
体
制
の

整
備
に
伴
っ
て
、
杵
藤
地
区

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開

始
と
同
時
に
遠
隔
制
御
装
置

の
設
置
を
お
願
い
し
、
こ
れ

ま
で
よ
り
早
い
消
防
団
の
出

動
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。

今
後
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
太
良
分
署
の
出
動
範

囲
が
大
き
く
拡
大
さ
れ
る
。

分
署
よ
り
消
防
団
の
現
場

着
が
早
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
る
と
思
う
。

消
防
団
主
体
の
消
火
活
動

も
考
え
ら
れ
る
。

団
長
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
以
上
に
太
良

分
署
と
の
連
携
を
図
り
消
火

訓
練
に
も
力
を
入
れ
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
て
い
き
た
い

と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。

三
位
一
体
い
わ
ゆ
る
消
防

団
と
消
防
署
、
警
察
が
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
と
る
、

こ
の
よ
う
な
役
割
を
今
後
も

対
応
し
、
さ
ら
に
広
報
活
動

等
に
も
力
を
入
れ
て
安
心
、

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

し
た
い
。

般
問

一
質

緊
急
病
院
と
し
て
の
役
目
を
果
せ

山
口

光
章

議
員

町立病院
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答
▼
六
百
十
万
円

坂坂
口口

今
後
の
人
口
の
推
移
を

ど
う
予
測
し
て
い
る
か
。

町
長

八
年
後
の
平
成
二
十
五

年
度
末
に
は
一
万
人
を
切
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

坂坂
口口

人
口
構
成
の
推
移
を
ど

う
予
測
し
て
い
る
か
。

町
長

年
少
人
口
、
生
産
年
齢

人
口
と
も
に
減
少
を
続
け
、

高
齢
者
人
口
は
増
加
を
続
け

て
い
く
。

坂坂
口口

出
生
率
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

平
成
十
年
度
で
一
・
八

五
、
平
成
十
六
年
度
で
一
・

六
七
。

坂坂
口口

共
働
き
の
世
帯
は
ど
の

程
度
か
。

町
民
福
祉
課
長

就
学
前
児
童

の
い
る
家
庭
は
七
割
、
小
学

校
児
童
の
い
る
家
庭
は
八
割

ほ
ど
。

坂坂
口口

女
性
の
社
会
参
加
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長

次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
教
育
す
べ
き
で
あ
り
、

社
会
教
育
に
お
い
て
も
男
女

共
同
参
画
の
考
え
方
を
浸
透

さ
せ
る
た
め
に
啓
発
を
行
っ

て
い
く
。

坂坂
口口

役
場
で
の
女
性
の
役
職

登
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

町
長

あ
く
ま
で
職
員
の
能
力

に
応
じ
て
、
男
女
の
区
別
な

く
適
材
適
所
で
対
応
し
て
い

く
。

坂坂
口口

子
育
て
を
し
や
す
い
職

場
を
つ
く
る
た
め
に
、
残
業

を
禁
止
し
た
り
、
勤
務
時
間

を
短
縮
し
た
り
で
き
な
い
か
。

町
長

小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
を
養
育
す
る
職
員
か
ら
請

求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
深
夜

勤
務
（
午
後
五
時
か
ら
午
前

五
時
）
を
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

現
在
ま
で
は
請
求
が
な
い

の
で
、
実
施
の
実
績
は
な
い
。

坂坂
口口

い
っ
た
ん
離
職
を
認
め

て
、
復
職
が
で
き
る
制
度
を

構
築
で
き
な
い
か
。

町
長

国
等
の
公
的
機
関
が
導

入
す
る
場
合
に
行
わ
れ
る
法

的
条
件
整
備
が
整
う
の
を
待

つ
こ
と
が
懸
命
。

坂坂
口口

三
歳
未
満
児
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
六
歳
ま
で
に

拡
大
し
た
場
合
に
必
要
な
費

用
は
。

町
長

六
百
十
万
円
の
見
込
み
。

坂坂
口口

高
齢
化
率
の
推
移
は
。

町
長

平
成
十
年
度
末
で
二
十

二
・
一
％
、
平
成
十
八
年
五

月
現
在
で
は
二
十
七
・
七
％
。

坂坂
口口

健
康
増
進
の
対
策
は
。

町
長

急
速
な
る
高
齢
化
の
進

展
及
び
疾
病
構
造
の
変
化
に

伴
っ
て
、
と
り
わ
け
生
活
習

慣
病
の
一
次
予
防
を
重
点
に
、

諸
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

坂坂
口口

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
登
録
者
数
の
推
移
は
。

町
長

十
四
年
度
が
六
十
七
名
、

十
七
年
度
で
五
十
三
名
。

坂坂
口口

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
状
況
の
推
移
は
。

町
長

十
四
年
度
で
は
、
五
百

二
十
七
件
の
千
百
万
円
、
十

七
年
度
で
は
五
百
四
件
の
千

三
百
万
円
。

坂坂
口口

野
崎
分
譲
地
の
販
売
状

況
は
。

町
長

販
売
済
み
が
十
二
区
画
、

残
り
十
一
区
画
だ
が
、
今
年

度
に
契
約
成
立
が
二
件
。

坂坂
口口

団
塊
の
世
代
の
Ｕ
タ
ー

ン
対
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

最
も
重
要
と
考
え
る
雇

用
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
事
業
所
は
ほ
と
ん
ど

が
小
規
模
事
業
所
で
あ
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
が
続
く
中
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

推
進
は
重
要
な
課
題
と
考
え

る
の
で
、
今
後
も
魅
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
な
が

ら
、
国
、
県
及
び
地
元
企
業

と
連
携
を
図
り
、
Ｕ
タ
ー
ン

対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

坂坂
口口

大
浦
小
学
校
、
中
学
校

の
併
設
を
議
論
し
て
い
く
必

要
は
な
い
か
。

町
長

今
後
の
新
一
年
生
を
推

計
す
る
と
、
十
九
年
度
で
は

四
十
二
名
、
二
十
年
度
で
は

四
十
五
名
、
二
十
一
年
度
で

三
十
六
名
、
二
十
二
年
度
で

三
十
三
名
、
二
十
三
年
度
で

三
十
九
人
と
減
少
す
る
。

今
の
と
こ
ろ
併
設
は
考
え

て
い
な
い
が
、
近
年
の
少
子

化
傾
向
に
伴
っ
て
、
小
・
中

学
校
の
統
廃
合
な
り
余
裕
教

室
の
利
用
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
住
民
の
要
望
、
意
見

並
び
に
今
後
の
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

教
育
長

長
期
的
な
展
望
に

立
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
く

時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
の

で
、
今
後
十
分
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

具
体
的
に
検
討
委
員
会
等

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

医療費を６歳まで無料化した場合に
必要な費用は

坂口 祐樹 議員

平成１７年
１，６０４
６，３１４
３，０１７

平成９年
２，０５５
７，２７３
２，６５３

０～１４歳
１４～６４歳
６５歳～

平成１６年
１．６７

平成１２年
１．７５

平成１０年
１．８５

平成１８年
１，０６８

昭和５６年
２，０００

昭和４３年
３，０００

町内の小・中学生の推移（人）

出生率の推移

人口構成の推移（人）
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「
山
の
名
称
」
修
正
を
問
う

末
次

利
男

議
員

答
▼
変
更
理
由
が
わ
か
れ
ば

検
討
す
る

末末
次次

昭
和
五
十
八
年
七
月
、

国
土
地
理
院
九
州
地
方
測
量

部
の
照
会
に
対
し
、
一
の
宮

岳
八
百
八
十
一
メ
ー
ト
ル
を

黒
木
岳
に
、
そ
の
東
側
に
あ

る
八
百
二
十
七
メ
ー
ト
ル
を

一
の
宮
岳
に
修
正
変
更
さ
れ

て
い
る
。

明
治
以
降
、
多
良
岳
及
び

前
岳
の
東
側
を
総
称
し
て
一

の
宮
岳
と
し
て
多
く
の
町
民

は
認
識
し
て
い
る
。

八
百
二
十
七
メ
ー
ト
ル
に
は

ほ
こ
ら

い
ち
の
く
さ
ん
の
祠
が
在
り

八
百
八
十
一
メ
ー
ト
ル
を
一

の
宮
岳
の
山
頂
と
し
て
き
た
。

多
良
岳
、
経
ケ
岳
に
は
通

年
登
山
客
も
多
く
不
慮
の
事

故
や
遭
難
の
発
生
も
考
え
ら

れ
一
刻
を
急
ぐ
発
生
場
所
の

通
報
等
混
乱
を
招
く
お
そ
れ

も
考
え
ら
れ
る
。

自
然
林
を
残
し
保
存
す
る

機
運
の
盛
り
上
が
り
、
山
を

愛
す
る
心
、
太
良
町
の
自
然

の
豊
さ
の
象
徴
で
あ
る
。

山
の
呼
称
に
つ
い
て
、
昭

和
五
十
八
年
以
降
黒
木
岳
に

変
更
さ
れ
た
経
緯
が
町
民
に

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

修
正
前
の
一
の
宮
岳
で
慣

れ
親
し
ん
で
お
り
、
郷
土
の

山
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
名

称
で
あ
る
。

歴
史
面
、
防
災
面
か
ら
従

前
の
親
し
み
あ
る
名
に
戻
す

こ
と
へ
の
対
応
と
、
修
正
変

更
の
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

町
長

昭
和
五
十
八
年
七
月
に

国
土
地
理
院
九
州
地
方
測
量

部
に
、
当
時
の
町
長
名
で
一

の
宮
岳
の
名
称
で
呼
ば
れ
て

い
た
山
の
名
前
を
黒
木
岳
に

訂
正
申
請
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
土
地
理
院
の
地
図
の
表
記

が
、
二
万
五
千
分
の
一
の
地

図
に
お
い
て
黒
木
岳
と
一
の

宮
岳
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

訂
正
理
由
の
原
因
究
明
と

し
て
、
昭
和
三
十
二
年
新
町

建
設
計
画
関
係
地
図
、
江
戸

時
代
に
作
成
さ
れ
た
諫
早
藩

領
内
地
図
を
検
証
し
て
い
る

が
推
測
の
域
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
十
三
年
の
歳

月
が
経
過
し
て
お
り
軽
々
に

訂
正
申
請
は
で
き
な
い
。

末末
次次

当
時
中
堅
職
員
で
あ
っ

た
助
役
、
収
入
役
は
、
こ
の

修
正
変
更
の
記
憶
は
な
い
か
。

助
役

税
務
課
で
土
地
関
係
も

や
っ
て
い
た
が
知
ら
な
い
。

長
崎
県
の
間
違
い
だ
ろ
う

と
の
感
覚
で
記
憶
に
な
い
。

収
入
役

こ
の
件
に
つ
い
て
は

存
じ
て
い
な
い
。

末末
次次

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長

理
由
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
何
と
も
言
い
が
た
い
が
、

理
由
が
わ
か
れ
ば
検
討
せ
ね

ば
と
思
う
が
軽
々
と
は
や
れ

な
い
。

末末
次次

「
多
良
岳
の
防
災
と
自

然
を
守
る
会
」
か
ら
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
と
思
う
が

対
応
は
。

企
画
商
工
課
長

町
史
、
文
献

で
の
手
が
か
り
は
諫
早
藩
領

内
絵
図
の
中
に
「
黒
木
の

尾
」
が
黒
木
岳
の
ふ
も
と
の

中
に
あ
る
の
が
唯
一
の
状
況

で
あ
る
。

町
内
で
は
ど
な
た
に
聞
い

て
も
い
ち
の
く
さ
ん
で
あ
り
、

太
良
町
側
か
ら
言
え
ば
当
然

の
こ
と
と
思
う
が
、
理
由
が

わ
か
ら
な
い
以
上
地
図
に

載
っ
て
い
る
事
実
と
し
て
判

断
し
て
い
る
。

携
帯
電
話
の
不
感
地
区
解

消
策
に
つ
い
て

末末
次次

情
報
化
時
代
と
言
わ
れ

て
久
し
い
現
在
情
報
網
の
発

展
は
著
し
く
、
国
の
情
報
格

差
解
消
策
や
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
線

経
営
分
離
同
意
に
よ
る
振
興

策
に
携
帯
電
話
不
感
地
区
解

消
策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
整

備
の
見
通
し
と
計
画
に
つ
い

て
。

町
長

町
内
不
感
地
区
は
、
大

川
内
、
中
山
、
山
根
、
柳
谷
、

中
尾
、
大
野
、
風
配
、
御
手

水
、
里
、
広
谷
、
黒
金
、
船

倉
の
計
十
二
地
区
で
あ
る
。

今
回
国
の
指
定
を
受
け
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
町
内
三
ヶ

所
に
鉄
塔
建
設
中
で
あ
る
。

中
山
地
区
を
除
く
全
地
区

で
解
消
で
き
る
。

末末
次次

今
回
の
整
備
で
不
感
地

区
で
残
る
地
区
の
対
応
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
る
か
。

企
画
商
工
課
長

整
備
結
果
を

見
て
、
三
事
業
者
と
連
携
を

取
り
対
応
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

多良岳山系
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地
�方
�を
�守
�れ
�！
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地
�方
�を
�守
�れ
�！
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六
月
二
十
五
日
、
多
久
中
央

公
民
館
は
異
常
な
熱
気
で
盛
り

上
が
っ
た
。

地
方
交
付
税
の
一
方
的
削
減

や
、
竹
中
総
務
大
臣
の
私
的
懇

談
会
が
提
案
し
た
「
新
型
交
付

税
」
導
入
を
阻
止
す
る
た
め
、

古
川
康
知
事
を
は
じ
め
県
内
の

首
長
と
議
員
約
六
百
名
が
参
集
、

太
良
町
か
ら
も
町
長
・
議
員
十

名
が
参
加
し
た
。

県
選
出
の
国
会
議
員
八
人
も

全
員
が
出
席
し
て
、
地
方
を
守

る
た
め
、
と
も
に
働
き
か
け
て

行
く
こ
と
を
決
意
し
た
。

現
在
、
政
府
・
与
党
で
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
歳
出
歳
入

一
体
改
革
で
は
、
地
方
交
付
税

の
大
幅
削
減
も
検
討
項
目
に
あ

が
る
な
ど
、
わ
が
国
の
地
方
自

治
は
今
、
危
機
的
状
況
を
迎
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
、
地
方
六
団
体
は
、
内

閣
・
国
会
に
対
し
て
、
六
月
七

日
に
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
、
新

た
な
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定

や
、
地
方
交
付
税
を
「
地
方
共

有
税
」
と
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
る
が
、
地
方
自
治
を
守

る
た
め
に
は
、
多
く
の
力
を
結

集
し
、
国
政
の
場
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
県
内
の
首
長
・
議

員
が
一
堂
に
会
し
、
地
方
自
治

を
守
り
、
闘
う
決
意
を
再
確
認

し
、
県
内
外
に
そ
の
こ
と
を
示

す
決
起
大
会
を
開
催
し
た
。

い
ま
、
日
本
か
ら
「
地
方
」

が
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

政
府
の
一
部
で
は
、
地
方
交

付
税
の
税
額
を
削
減
し
て
国
の

財
政
再
建
を
図
る
こ
と
や
、
地

方
交
付
税
の
一
部
を
単
に
「
人

口
や
面
積
」
で
配
分
す
る
新
型

交
付
税
の
検
討
な
ど
極
め
て
一

方
的
か
つ
乱
暴
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
の
推

進
や
、
国
を
上
回
る
歳
出
削
減

の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ま
で
地
方

が
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
努

力
を
踏
み
に
じ
り
、「
中
央
集

権
主
義
」「
市
場
万
能
主
義
」

を
ふ
り
か
ざ
し
、
地
方
を
一
方

的
に
切
り
捨
て
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
格
差
は
拡

大
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
の
国

か
ら
「
地
方
」
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

地
方
の
繁
栄
な
く
し
て
、
都

市
の
繁
栄
も
日
本
の
繁
栄
も
な

い
、
と
し
て
以
下
の
三
項
目
を

決
議
し
た
。

一

内
閣
、
国
会
に
お
い
て

は
、
地
方
六
団
体
が
提
出

し
た
「
地
方
分
権
の
推
進

に
関
す
る
意
見
書
」
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
実

現
を
図
る
こ
と

二

地
方
交
付
税
は
地
方
の

国
有
財
源
（
共
有
財
源
）

で
あ
り
、
交
付
税
改
革
は

当
事
者
で
あ
る
地
方
の
意

見
を
第
一
に
尊
重
す
る
こ

と
三

単
な
る
地
方
交
付
税
の

総
額
削
減
や
、
実
際
の
行

政
需
要
を
反
映
し
な
い
制

度
と
す
る
こ
と
は
、
地
方

自
治
の
破
壊
、
市
町
村
の

否
定
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
改
悪
は
絶
対
に
行
わ
な

い
こ
と

町
有
林
現
地
視
察
報
告

平
成
十
八
年
五
月
三
十
一
日
町
三
役
、
議

会
議
員
全
員
参
加
の
も
と
、
担
当
課
長
の
説

明
を
受
け
現
地
視
察
を
実
施
。

町
有
林
面
積

一
、
一
九
二
・
五
三
�

内
、
直
営
林

五
五
一
・
一
二
�

官
行
造
林

一
八
二
・
九
三
�

分
集
造
林

五
九
・
七
一
�

公
団
造
林

二
一
四
・
六
〇
�

県
行
造
林

一
二
・
五
九
�

天

然

林

一
七
一
・
五
八
�

杉
、
桧
と
も
見
事
立
派
に
成
長
し
て
お
り
、

早
い
時
期
に
木
材
が
日
の
目
を
見
る
時
代
が

来
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

な
お
視
察
結
果
と
し
て

は
、
今
後
山
林
運
営
等
の

参
考
に
な
り
、
検
討
課
題

と
し
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
。

闘
う
地
方
総
決
起
大
会
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皆さんの声を！皆さんの声を！

議
会
の
あ
ゆ
み

編
集
委
員
会

����������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
十
八
年
五
月
八
日
、
建
設
常
任
委
員

会
は
町
長
並
び
に
三
役
、
担
当
課
長
同
伴
で
、

平
成
十
七
年
度
道
路
改
良
及
び
側
溝
整
備
施

工
箇
所
十
六
箇
所
と
、
平
成
十
七
年
度
漁
港

事
業
箇
所

一
、
道
越
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業
一
号
、

二
号

二
、
糸
岐
漁
港
高
潮
対
策
事
業

糸
岐
川
か
ら
大
橋
記
念
図
書
館
裏
二
百
七

十
五
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
現
地
調
査
及
び
視

察
を
実
施
。

期
限
内
に
適
確
に
事
業
は
処
理
さ
れ
て
お

り
良
好
で
あ
っ
た
。

建設常任委員会現地視察の報告

４
月
〜
６
月

４
・
１

町
立
太
良
病
院
落
成

式

４
・
２

消
防
入
退
団
式

４
・
３

学
校
職
員
赴
任
式

４
・
４

交
通
対
策
協
議
会

４
・
６

学
校
職
員
辞
任
式

４
・
８

大
浦
幼
稚
園
入
園
式

４
・
１０

太
良
高
校
入
学
式

４
・
１１

小
・
中
学
校
入
学
式

４
・
１８

太
良
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
総
会

４
・
１９

武
雄
・
鹿
島
政
経
セ

ミ
ナ
ー

４
・
２０

戦
没
者
慰
霊
祭

４
・
２５

太
良
町
育
英
学
生
審

査
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

４
・
２８

太
良
地
区
み
か
ん
部

会
総
会

４
・
２９

町
民
体
育
大
会

５
・
１

町
村
議
会
議
長
会
議

公
務
災
害
組
合
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

５
・
８

建
設
常
任
委
員
会

議
員
全
員
協
議
会

５
・
９

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

広
域
圏
臨
時
議
会

５
・
１４

太
良
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

５
・
１５

鹿
島
・
藤
津
地
区
衛

生
施
設
組
合
臨
時
議

会

５
・
１８

森
林
組
合
通
常
総
会

政
経
セ
ミ
ナ
ー

５
・
１９

太
良
町
自
衛
隊
父
兄

会
総
会

太
良
町
防
衛
協
会
総

会

５
・
２３
〜
２４

町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
研
修
会

５
・
２４

第
４６
回
太
良
町
商
工

会
通
常
総
会

５
・
２６

第
１５
回
太
良
町
納
涼

夏
ま
つ
り
運
営
協
議

会

鹿
島
・
藤
津
医
師
会

５
・
２８

鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ

ク

５
・
３１

町
有
林
視
察
及
勉
強

会

６
・
１

太
良
町
簡
易
水
道
運

営
委
員
会

６
・
２

教
育
振
興
会
総
会
・

評
議
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
総

会

６
・
５

鹿
島
地
区
交
通
安
全

協
会
総
会

６
・
６

議
会
運
営
委
員
会

６
・
１２

竹
崎
か
に
旅
館
組
合

通
常
総
会

６
・
１３

６
月
定
例
会
招
集

６
・
１４

体
育
協
会
評
議
員
会

６
・
１５

定
例
会
一
般
質
問

６
・
２０

定
例
会
議
案
審
議

議
員
全
員
協
議
会

６
・
２９

大
浦
防
犯
協
会
総
会

６
・
３０

全
国
高
校
総
体
実
行

委
員
会

第
三
十
三
回
太
良
町

観
光
協
会
通
常
総
会

編
集
室
よ
り

梅
雨
前
線
、
豪
雨
の
影
響
で

全
国
各
地
に
お
い
て
大
き
な
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

心
か
ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
。幸

に
し
て
我
が
町
は
災
害
も

な
く
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

夏
本
番
の
白
浜
海
水
浴
場
の

海
開
き
中
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
山

開
き
祈
願
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

海
、
山
と
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
で
あ
り
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
、
家
族
連
れ
で

御
利
用
下
さ
い
。

委
員
長

木
下

繁
義

副
委
員
長

岩
島

好

委

員

恵
崎

良
司

久
保

繁
幸

浜
�

敏
彦

坂
口

祐
樹

見
陣

�
幸
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